














































4 学部・1 学群（以下、学部とする）の 9 学科・1 学類（以下、学科とする）に所
属する 1168 名を対象に実施した。調査方法は、入学式後に行われる各種オリエン













男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計
外国語学部
　　英米学科 28 68 96 70.0% 87.2% 81.4% 40 78 118
　　中国学科 9 30 39 50.0% 73.2% 66.1% 18 41 59
　　国際関係学科 23 61 84 74.2% 92.4% 86.6% 31 66 97
経済学部
　　経済学科 70 49 119 79.5% 84.5% 81.5% 88 58 146
　　経営情報学科 51 58 109 69.9% 76.3% 73.2% 73 76 149
文学部
　　比較文化学科 16 114 130 66.7% 91.2% 87.2% 24 125 149
　　人間関係学科 23 57 80 82.1% 91.9% 88.9% 28 62 90
法学部
　　法律学科 67 69 136 69.1% 79.3% 73.9% 97 87 184
　　政策科学科 37 24 61 77.1% 72.7% 75.3% 48 33 81
地域創生学群
　　地域創生学類 22 54 76 68.8% 85.7% 80.0% 32 63 95

































因子に第 5 因子の項目を合わせたものとなっている。本研究の分析において、第 1
因子と第 5 因子との間には比較的強い因子間相関が見られることを考慮すれば、こ
こでの両因子は古市における「勉学志向」が分化したものだと考えてもよいだろう。
















第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 第6因子
u. 専門的知識を修得したいから 0.761 -0.138 0.107 -0.095 0.183 -0.086
v. 専門的技術を身につけたいから 0.692 -0.074 0.150 -0.096 0.152 -0.007
p. 学問研究をしたいから 0.659 -0.021 0.095 -0.074 -0.039 -0.019
o. 希望する職業に就きたいから 0.561 0.061 -0.203 0.260 -0.211 0.009
x.やりたいことができるから 0.413 0.171 -0.163 0.072 0.142 -0.045
c. クラブ・サークルに加入したいから -0.053 0.814 -0.147 -0.130 0.026 0.099
b. 開放感を味わいたいから -0.010 0.752 0.063 -0.091 -0.077 0.031
t. 大学で遊びたいから -0.112 0.615 0.230 0.100 0.073 -0.143
q. 異性の友人をみつけたいから 0.058 0.529 0.176 -0.017 0.030 0.001
l. 大学への憧れから 0.021 0.369 0.006 0.264 0.173 0.039
a.資格を取得したいから 0.245 0.279 -0.156 0.028 -0.077 0.205
e.なんとなく -0.110 -0.017 0.725 0.014 -0.064 -0.007
f. 周囲の人が進学するから -0.097 -0.101 0.708 0.078 0.073 0.155
i. 社会にまだ出たくないから 0.100 0.110 0.633 0.015 -0.181 0.049
j. 見栄があるから 0.211 0.138 0.578 0.023 -0.123 0.116
m. 大学に入るほうが就職に有利だから -0.130 -0.063 -0.096 0.820 0.069 0.048
w. 学歴社会だから 0.105 -0.072 0.168 0.643 0.070 -0.036
n. 高卒が嫌だったから 0.019 -0.025 0.214 0.567 -0.089 -0.058
k. 視野を広げたいから 0.128 -0.106 -0.166 0.050 0.556 0.154
r. 多くの人と知り合いたいから -0.056 0.339 -0.062 0.048 0.550 -0.079
s. 個性を磨きたいから 0.206 0.231 0.065 -0.034 0.449 -0.049
d. 広く教養を身につけたいから 0.292 -0.089 -0.124 0.011 0.415 0.107
g. 先生の助言があったから -0.062 0.012 0.256 -0.026 0.132 0.639
h. 家族が勧めたから -0.015 0.040 0.280 0.013 0.025 0.590
因子間相関　第 1 因子 - 0.206 -0.236 0.216 0.470 0.011
　　　　　　第 2 因子 0.206 - 0.438 0.511 0.379 0.182
　　　　　　第 3 因子 -0.236 0.438 - 0.406 -0.002 0.342
　　　　　　第 4 因子 0.216 0.511 0.406 - 0.245 0.266
　　　　　　第 5 因子 0.470 0.379 -0.002 0.245 - -0.064
　　　　　　第 6 因子 0.011 0.182 0.342 0.266 -0.064 -
※ 最小二乗法・プロマックス回転によるパターン行列と因子間相関
※ 因子負荷が 0.400 以上を強調



























　第 2 因子から第 4 因子までの 3 つの因子の因子間相関は、それぞれ比較的高い値
を示している。このことから、これらの志向は相互に重なり合ったものであること
がうかがえる。本来的には大学が学問や専門知識を学ぶ場であると考えるならば、
















































て概観する。学科についてみると、第 5 因子以外の因子は 5% 水準で有意であり、






























SS Df F SS Df F
(Intercept) 0.400 1 0.509 (Intercept) 0.010 1 0.010
学科 42.010 9 5.994 *** 学科 24.450 9 3.280 ***
性別 1.860 1 2.384 性別 5.280 1 6.369 **
学科 × 性別 11.820 9 1.687 * 学科 × 性別 3.740 9 0.502
残差 708.540 910 残差 753.690 910
第3因子　無目的・同調 第4因子　学歴志向
SS Df F SS Df F
(Intercept) 0.010 1 0.015 (Intercept) 0.000 1 0.005
学科 46.680 9 6.520 *** 学科 14.580 9 2.059 **
性別 3.890 1 4.890 ** 性別 0.210 1 0.261
学科 × 性別 7.450 9 1.040 学科 × 性別 2.880 9 0.407
残差 723.880 910 残差 715.640 910
第5因子　自己研鑽志向 第6因子　周囲の勧め
SS Df F SS Df F
(Intercept) 0.170 1 0.237 (Intercept) 0.170 1 0.246
学科 11.320 9 1.722 * 学科 17.950 9 2.954 ***
性別 4.410 1 6.043 ** 性別 0.020 1 0.034
学科 × 性別 5.620 9 0.855 学科 × 性別 1.160 9 0.191
残差 664.740 910 残差 614.360 910
※平方和の計算には Type III 平方和を用いた



































【図 1】 第 1 因子「学問・専門領域志向」の学科・性別ごとの因子得点平均




















































　第 6 因子の「周囲の勧め」では、性別では差が無く学科のみ差がみられる。図 6
を概観するかぎり、全体として学科間にさほど大きな差はないようにみえるが、英
米学科と国際関係学科においては有意に因子得点が低いことが認められる。


























































































































進学しているようである。第 1 因子「学問・専門領域志向」や第 5 因子「自己研鑽
志向」など、大学で何かを学ぼうとする姿勢に関する因子の因子得点は女性の方が















































































文部科学省「学校基本調査 －平成 26 年度（確定値）結果の概要－」（http://www.mext.go.jp/
component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2014/12/19/1354124_1_1.pdf  2015 年 7 月 8 日
現在）
